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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 
2015 年度は、 2014 年度に引き続き、①先行研究の収集、および講読、収集したデー









②の研究概要として、①の考察を踏まえ、以前からの研究協力者である A に 2015 年
12 月 24 日、キリスト教入信についてのインタビューを行った。結果、インタビューに
おいての語りでは、ただたまたま出会ったのが今の宗派であり、それまでの 山の信仰
からの解放であったということがうかがえた。その際、A が「バイブル」として使用し





















最後に③であるが、 2015 年 6 月の多言語社会研究会、 9 月の異文化コミュニケーシ









※ ホームページ等で公表します。（様式２－２）  
立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 院 生 － 報 告  
研究成果の概要 つ づ き  
















※ こ の （ 様 式 ２ ） に 記 入 の 成 果 の 公 表 を 見 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 、 そ の 理 由 及 び 差 し 控 え 期 間 等  
を 記 入 し た 調 書 （ Ａ ４ 縦 型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由 様 式 ） を 添 付 す る こ と 。  
※ ホームページ等で公表します。（様式３） 








①   ・社会言語科学会（ JASS）  投稿論文（査読中）  
・天理台湾学会       投稿論文（査読中）  
 
②   なし  
 
③    なし  
 
④   ●口頭発表  
2015 年 9 月 20 日  
異文化コミュニケ -ション学会（ SIETAR）  口頭発表  
 
   ●研究会発表  
       2015 年 6 月 27 日  
    多言語社会研究会  第 64 回東京例会  口頭発表  
 
2016 年 2 月 28 日  
    台湾原住民族との交流会  口頭発表  
 
 
  
 
